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男
女
共
同
参
画
推
進
講
座

Ｄ
Ｖ
支
援
者
養
成
講
座

（
初
級
編
）「
Ｄ
Ｖ
に
つ
い

て
知
る
～
私
た
ち
が
地
域

で
出
来
る
こ
と
」（
無
料
）

●
　

Ｄ
Ｖ
を
社
会
的
課
題
と
と
ら
え
、
正

し
い
知
識
を
学
び
ま
す
。

日
時　

▽
３
月
11
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
▽
３
月
18
日
（
火
）
午

後
６
時
30
分
～
８
時

＊
各
回
共
、
内
容
は
同
じ

対
象　

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
女
性
ネ
ッ
ト
ＳサＡ

ＹヤＡ
・
Ｓ

サ
　
　
　
ヤ

Ａ
Ｙ
Ａ
代
表
理
事
・
松
本

和
子
氏

会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ　

ア
ク
ト
21

�

☎
（
３
８
０
９
）
２
８
９
０

�

平
（
３
８
０
９
）
２
８
９
１

自
転
車
運
転
免
許
証
講
習

会
（
無
料
）

●日
時　

3
月
15
日
（
土
）
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

＊
午
前
９
時
か
ら
、
現
地
で
受
け
付
け

会
場　

荒
川
自
然
公
園
交
通
園

＊
午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分
は
交
通

園
の
一
部
施
設
が
利
用
出
来
ま
せ
ん

対
象　

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学

４
年
生
以
上
の
方
、
40
人（
先
着
順
）

内
容　

講
義
、
筆
記
試
験
、
実
技
講
習

主
催　

荒
川
区
自
転
車
運
転
免
許
証
制

度
推
進
協
議
会

問
合
せ　

交
通
対
策
課

�

☎
内
線
２
７
１
２

硬
式
テ
ニ
ス
教
室
ク
ラ
ス
判
定

●日
時　

３
月
７
日
（
金
）・
11
日
（
火
）

午
後
7
時
～
8
時
30
分

会
場　

荒
川
自
然
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
中

学
生
以
下
を
除
く
参
加
ク
ラ
ス
の
判

定
を
希
望
す
る
方
、
各
回
12
人
（
申

し
込
み
順
）

＊
最
新
ラ
ケ
ッ
ト
の
試
打
も
出
来
ま
す

費
用　

千
円
（
テ
ニ
ス
連
盟
加
入
者
は

無
料
）

申
込
み
方
法　

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
・
希
望
日
を
明
記
し
、�ten

　

nisfukyu@docomo.ne.jp

に
携
帯

電
話
か
ら
送
信
し
て
下
さ
い

後
援　

荒
川
区
教
育
委
員
会

主
催
・
問
合
せ　

荒
川
区
テ
ニ
ス
連
盟

　

・
普
及
部

�

☎
０
８
０
（
１
２
２
４
）
２
８
１
１

中
小
企
業
補
助
金
活
用
セ

ミ
ナ
ー
（
無
料
）

●
　

荒
川
区
と
近
隣
自
治
体
等
が
連
携
し

て
中
小
企
業
支
援
を
行
う
「
朝
日
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
は
、
26

年
度
の
国
の
支
援
策
等
を
お
伝
え
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
12
日
（
水
）
午
後
１
時
～

４
時

会
場　

上
野
精
養
軒
桜
の
間
（
台
東
区

上
野
公
園
４
―
58
）

対
象　

中
小
企
業
の
経
営
者
、
２
５
０

人
（
先
着
順
）

内
容　

国
の
中
小
企
業
支
援
策
紹
介
、

補
助
金
申
請
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
等

申
込
み
方
法　

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
下
さ
い

主
催　

朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム

後
援　

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局
、

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
関
東
本
部

申
込
み
・
問
合
せ　

朝
日
信
用
金
庫
業

務
部�

☎
（
３
８
６
２
）
０
３
２
９

�

平
（
３
８
５
１
）
０
２
２
９

東
京
コ
リ
ア
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

●◉
ハ
ン
グ
ル
講
座

日
時　

４
月
２
日
～
９
月
27
日
の
水
曜

日
午
後
７
時
～
８
時
30
分
、
土
曜
日

午
後
４
時
～
５
時
30
分
（
全
25
回
）

対
象　

韓
国
語
、
韓
国
文
化
に
興
味
が

あ
る
方

コ
ー
ス　

入
門
、
初
級
、
中
級
、
上
級

費
用　

２
万
５
千
円

◉
オ
リ
ニ
（
子
ど
も
）
土
曜
学
校

日
時　

４
月
５
日
～
27
年
３
月
７
日
の

土
曜
日
（
全
21
回
）
午
後
３
時
40
分

～
５
時
40
分

対
象　

日
本
国
籍
の
方
を
含
む
、
年
長

児
～
小
学
生
の
在
日
韓
国
人

コ
ー
ス　

基
礎
、
中
級
、
高
級
班

費
用　

３
千
円
（
教
材
費
）

◇　
　
　
　
　
　
　

◇

会
場　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

後
援　

荒
川
区
教
育
委
員
会

主
催
・
申
込
み
・
問
合
せ　

在
日
本
大

韓
民
国
民
団
東
京
地
方
本
部

�

☎
（
３
４
５
４
）
４
７
１
１

荒
川
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
行
く
�

日
暮
里
・
谷
中
花
め
ぐ
り
④

　

荒
川
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

が
日
暮
里
・
谷
中
地
域
の
史
跡
や
観
光

ス
ポ
ッ
ト
（
本
行
寺
、諏
方
神
社
、青
雲

寺
、
谷
中
霊
園
等
）
を
案
内
し
ま
す
。

日
時　

３
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時
Ｊ

Ｒ
日
暮
里
駅
北
改
札
口
前
出
発
～
４

時
夕
や
け
だ
ん
だ
ん
付
近
解
散
予
定

＊
午
後
０
時
45
分
集
合

定
員　

50
人
（
抽
選
）

費
用　

無
料
（
別
途
お
菓
子
代
１
４
０

円
が
掛
か
り
ま
す
）

申
込
み
方
法　

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、「
㉖
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内
希
望
」
と
、
参
加

者
全
員
の
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）

　

・
年
齢
・
電
話
番
号
、
代
表
者
の
氏

名
・
携
帯
電
話
番
号
を
明
記
し
、
３

月
13
日
（
木
）
必
着

＊
一
度
に
４
人
ま
で
申
し
込
め
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ　

〒
１
１
６
︱
０
０

０
２
荒
川
区
荒
川
２
︱
１
︱
５
セ
ン

ト
ラ
ル
荒
川
ビ
ル
３
階
荒
川
区
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
事
務
局

（
観
光
振
興
課
内
）�

☎
内
線
４
６
１

�

平
（
３
８
０
３
）
２
３
３
３

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kankou@city.arakawa.tokyo.jp

あ
ら
か
わ
て
く
て
く
散
歩

～
日
暮
里
観
光
コ
ー
ス

日
時　

4
月
4
日
（
金
）
午
後
1
時
30

分
～
4
時
30
分

コ
ー
ス　
Ｊ
Ｒ
日
暮
里
駅
集
合
～
本
行

寺
～
経
王
寺
～
幸
田
露
伴
ゆ
か
り
の

地
～
岡
倉
天
心
記
念
公
園
～
ゆ
う
や

け
だ
ん
だ
ん
～
谷
中
銀
座
～
修
性
院

～
青
雲
寺
～
富
士
見
坂
＆
赤
煉
瓦
塀

～
シ
ャ
レ
ー
ス
イ
ス
ミ
ニ
な
ど

定
員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
お
も
て
な
し
4
店

舗
飲
食
代
、
保
険
料
、
資
料
代
他
）

申
込
み
方
法　

は
が
き
に
申
し
込
み
代

表
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
、
参
加
者
全

員
の
住
所
、
氏
名
及
び
年
齢
を
明
記

し
、
3
月
20
日
（
木
）
必
着

＊
一
枚
に
つ
き
4
人
ま
で

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://arakawa-

kanko.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出

来
る
申
込
書
で
も
申
し
込
め
ま
す

後
援　

荒
川
区
・
東
京
商
工
会
議
所
荒

川
支
部

申
込
み
・
問
合
せ　

〒
１
１
６
︱
０
０

０
２
荒
川
区
荒
川
２
︱
１
︱
５
セ
ン

ト
ラ
ル
荒
川
ビ
ル
９
階
東
京
商
工
会

議
所
荒
川
支
部
内
あ
ら
か
わ
観
光
ツ

ー
リ
ズ
ム
連
絡
協
議
会

�

☎
（
３
８
０
３
）
０
５
３
８

�

平
（
３
８
０
２
）
２
７
２
９

さ
く
ら
教
室

●
　

ク
ラ
ブ
活
動
、
校
外
学
習
な
ど
を
通

し
て
、楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
教
室
で
す
。

日
時　

４
月
～
27
年
3
月
の
日
曜
日

（
全
17
回
）、
午
前
９
時
15
分
～
正
午

会
場　

第
一
中
学
校
他

対
象　

区
立
中
学
校
特
別
支
援
学
級

（
心
身
障
害
学
級
）
卒
業
生
（
卒
業

予
定
者
も
可
）
ま
た
は
軽
度
知
的
障

が
い
の
あ
る
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
15
歳
以
上
で
、
会
場
ま
で
一
人

で
通
え
る
方
、
若
干
名
（
申
し
込
み

順
）

＊
材
料
費
、
交
通
費
、
傷
害
保
険
代
等

が
掛
か
り
ま
す

締
切
り　

３
月
11
日
（
火
）

申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
教
育
課　

�

☎
内
線
３
３
５
４

ま
ち
歩
き
を

    

し
て
み
ま
せ
ん
か

ま
ち
歩
き
を

    

し
て
み
ま
せ
ん
か

あらかわ遊園の催し

それいけ！アンパンマン　ショー

★街頭紙芝居（無料）
日時　₃月８日（土）午後1時・
２時30分
場所　ふれあいハウス前
★こども工作教室「スーパー紙ト
ンボ作り」（無料）
日時　３月15日（土）午後１時・
２時30分、３月16日（日）午前
11時、午後１時・２時30分
場所　ふれあいハウス２階
対象　４歳～小学生、各回20人
（申し込み順）
＊ファクスで申し込む方は、希望
日時・氏名・年齢・連絡先を明記
★ミニボート、子ども縁日を再開
■ミニボート
運営日時　土・日曜日、祝日の午

前９時～午後４時20分
＊プール営業期間と12月～２月
を除く

＊雨天や強風等の場合は中止
対象　３歳以上の方
＊未就学児は大人の付き添いが
必要です

費用（一人）　２００円
＊未就学児は１００円
■子ども縁日
日時　原則として毎月第３日曜
日、午前９時～午後４時20分

＊プール営業期間と12月～２月
を除く

内容　ヨーヨー、スーパーボール
等の遊び

費用（一回）　２００円

＊入園料は別途掛かります
会場・申込み・問合せ　あらかわ遊園　☎（３８９３）６００３　平（３８９３）６０８９

日時　３月16日（日）午前11時
30分、午後２時30分

場所　アリスの広場
＊雨天時は、キャンディハウス
前で握手会を行います

観覧料　無料

　かなえて！ゆめのダンスショー

©やなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV

　26年度予算案は、「安全安心のまちづくりや子どもたちの希望の実現に向けて、なお
一層幸福を実感できる予算」と位置付け編成しました。主要な事業の一部を紹介します。
問合せ　財政課　　　☎内線2121

文
化
創
造
都
市

生
涯
健
康
都
市

環
境
先
進
都
市

産
業
革
新
都
市

安
全
安
心
都
市

子
育
て
教
育
都
市

　切迫する首都直下地震に備え、不燃化特区整備促進事業を拡充する
と共に、隅田川等を活用した永久水利施設を拠点として新たな地域消
火・送水ネットワーク体制を構築します。加えて、高齢者、障がい者、
幼児等の施設を対象とした防災行政無線個別受信機の設置や震災時の
安否確認体制の充実により、迅速な避難・支援体制を確立します。

　働き盛り世代がメタボリック症候群予防に取り組む「あらかわＮ
ノ ー

Ｏ！メタ
ボチャレンジャー」修了者の実体験等をまとめた健康情報を冊子やスマー
トフォン専用サイトで提供することで、働き盛り世代の健康づくりを推進
します。加えて、障がい者の就労支援の充実のため、就労訓練メニュー
の充実や企業等に向けた障がい者雇用・発注の促進等を図ります。

　図書館、吉村昭記念文学館、子ども施設からなる「(仮称)荒川二丁
目複合施設」の建設工事に着手し、28年度の開設を目指します。また、
26年度～ 27年度に区民会館（サンパール荒川）の大規模改修を行い、
より快適に芸術文化活動を行える施設として整備します。

　区内小規模事業者の経営力の強化を図るため、製造業に限らず飲食
や小売業も対象として設備投資等に対する支援を行う「荒川区小規模
事業者経営力強化支援事業」を開始します。観光振興では、「奥の細
道サミット」を荒川区で開催します。「千住まちあるきツアー」や「フォ
ト俳句コンテスト」などの関連事業を展開して、開催気運を高めます。

　地球環境を守るため、環境にやさしい街路灯のＬＥＤ化を促進しま
す。加えて、放置自転車の無い環境に配慮した駅前空間の創出や自転
車利用者の利便性向上を目指して、三河島駅前に地下機械式の自転車
駐車場を開設します。

　基礎学力の確かな定着と個性や能力の伸長を図る教育の充実を目指
し、全小・中学校で授業時間以外の補充学習「あらかわ寺子屋」の実
施や、タブレットＰＣの配置を行います。また、子育て環境の更なる
充実を図るため、待機児童解消に向けた保育施設の整備や病児保育事
業の開始、放課後子どもプランの拡充などを行います。

◀
各
商
店
街
等
に
設

置
さ
れ
て
い
る
防

犯
カ
メ
ラ

▲障がい者就労訓練の様子 ▲自転車駐車場イメージ（地上部）

▲荒川二丁目複合施設の完成イメージ

▲まちあるきツアーでは、松尾芭蕉
にゆかりのある地を巡ります

▲桜を見ながら、日暮里・谷
中散策はいかがですか（写
真は本行寺）

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

26
年
度
予
算
案
　
主
要
事
業
を
紹
介
し
ま
す

「あらかわ寺子屋」の全校実施
� 1033万円
　始業前や放課後などに、平均週に １回
以上を目途に「あらかわ寺子屋」事業と
して、全小・中学校で補充学習を実施
し、学習時間を確保すると共に、主体的
に学習する習慣を身に付けさせます。

放課後子どもプランの拡充
� 5億2290万円
　放課後子どもプラン事業を新たに ３校で実施し、14校に拡大します。
同時に、学童クラブ事業との一体的な運営を行う新放課後子どもプラン
事業を新たに ５校で実施し、 ７校に拡大します。

災害時要援護者施設への情報伝達
体制の充実� 971万円
　災害時要援護者施設を対象に、防災行
政無線個別受信機を設置し、情報伝達体
制の充実を図ります。

安否確認体制の充実� 676万円
　区内全世帯に、震災時、区民の安否を
迅速に確認するための「無事ですシール」
を、また、全区民に避難所での避難者の
把握並びに区民の避難状況を把握するた
めの「避難者カード」を配付します。

防犯カメラを活用した防犯環境
の整備� 2653万円
　犯罪の抑止効果や犯人の特定に効果が
ある防犯カメラの、より一層の普及・整
備促進と、適正な管理・運営を図ります。

　就労訓練メニューの充実や、障がい者雇
用・福祉作業所の受発注促進に取り組み、
障がい者一人ひとりに合った就労を支援し
ます。

働き盛り世代向け健康情報の
提供� 487万円
　「あらかわＮＯ！メタボチャレンジャー」
修了者の実体験から得られた、区オリジナ
ルの健康情報を盛り込んだ冊子と、スマー
トフォン専用サイトを作成し働き盛り世代
からの健康づくりをＰＲします。

障がい者就労支援の充実� 3881万円

荒川二丁目複合施設の整備
� 25億2636万円
　複合施設（図書館、吉村昭記念文
学館、子ども施設）の整備に当たり、
複合施設準備室を新設し、建設工事
に着手するなど開設に向けた準備を
進めます。

サンパール荒川の大規模
改修工事� 10億4358万円
　大規模改修を行い、区民がより快
適に芸術文化活動を行える拠点づく
りを目指します。また、災害時には
災害活動拠点として活用出来るよう
安全性の向上を図ります。

商業事業者支援の充実
（一部再掲）� １億2372万円
　商業事業者訪問支援事業と荒川区小規
模事業者経営力強化支援事業【再掲】を
新たに実施することにより、商業事業者
支援の充実を図ります。

「奥の細道千住あらかわサミット」
の開催� 1367万円
　松尾芭蕉「奥の細道矢立初めの地・千
住」として、第27回「奥の細道サミット」
を荒川区で開催します。また、観光ボランティアガイドによるまちあるきツアー
やフォト俳句コンテスト、子ども俳句相撲大会など関連事業を展開します。

三河島駅前自転車駐車場（地下
機械式）の開設� 2967万円
　放置自転車の無い環境に配慮した駅前
空間の創出と共に、自転車利用者の利便
性向上を目指し、地下機械式自転車駐車
場を26年10月に開設します。

リース方式による街路灯ＬＥＤ
化の推進� 283万円
　 ３年計画で約５０００灯の電柱共架タイプ
の既存の街路灯を、リース方式（リース
期間は10年間）により、環境にやさしい
ＬＥＤ灯に取り替えます。

安全安心のまちづくりや子どもたちの希望の実現に向けて、
なお一層幸福を実感できる予算
安全安心のまちづくりや子どもたちの希望の実現に向けて、
なお一層幸福を実感できる予算
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